
岡谷市の案内（今昔）
　昭和６０年頃の岡谷市観光ガイドマップ
　今はない天龍橋（吊橋）や市民会館が描かれています。中央通りも賑やかだった
ですね、懐かしいいですね。少し怪しいイラストですが約４０年前の岡谷です。

　左の写真は工事中の中央自動車
道高架橋と釜口水門が見られる航
空写真です。市街地と湊地区を繋
ぐ吊り橋も確認できます。建設ラ
ッシュと共にバブル景気へ向かっ
て行った時代です。

１９８６年発行岡谷市制施行５０周年誌から転載



岡谷市市制施行５０周年誌から懐かしい写真を掲載します。

明治時代から岡谷の基礎を作ったと言われる製糸業が盛んに行われました。

　繭蔵は平成初期までは市内各地で
見られましたが、現在は数カ所に残
るのみです。下の旧市庁舎は昭和１
１年に竣工しています。最近ゴジラ
の映画撮影で使われています。

水産業も昔は盛んでしたが諏訪湖の
汚染や護岸工事で減少しています。
天龍川にかつては「やなば」があり
ました。

商業地は中央通り、本通り、銀座通
りと過去は盛んでしたが大型店の進
出や後継者不足で衰退しています。
左は昭和晩年の銀座通りです。
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高台より岡谷駅周辺を望む

■   ■  古 くか ら人びとの住んだ岡谷は、
明治以後生糸の街 として飛躍的

な発展 をとげてきました。い くたびかその市域 を広
げ、産業 も新たにおこって、街並 もいちだんと近代
的になってきました.けれと、諏訪湖 と山脈、そし
て川の流れに国まれた同谷の街のおちついたたたず
まいは、今も変わりません.

銀座通り

幸いにして戦災や大災害 をうけることもな く、歴史
を感 じさせる商家つ くりや蔵、そして明治、大正の
ロマンをほう.ゞ つ とさせる西洋館なども健在です .

同時に、同谷のバイタリテイーを感 じさせる新 しい

街並 もぞ くそ く完成.壮大な駅前再開発、市役所新
庁舎な どは、市制50周 年 を迎えた岡谷の未来の顔 と
いえます.
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大正時代
明油末年から大T初頭にかけて不況が続き
ましたが、人止3年に第 次1世界大戦力起 こ
り、その影響によって史卜空前の好ルιが,訪れ、
製糸業の発展には日ざましいものがありまし
た。
当時の平野村の人口は、 4万 6千人余 (人

曇
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:ド 2年)でしたが、このうち3万人余力湖 動
人日という文字通りの工業都市へと変貌し
製糸業の全盛期を迎えました。
卜1谷地方各オltよ活況を≒lし、働 設も続
々とi☆けられるようになりました。
教育面では平野農蚕学校、平野実下hち等女
ヤ■交等の施設が設置されました。交通・通イ言
では釜II橋を拡幅吊橋とし、今井新道・湖畔
街道・111中通り等を開き、佐久鳳訪籍 14
谷電気中ん首等カギ1画 されたのもこの期であり
ll谷郵使たiも 拡張されました。
民惜1事業ではバス会社力14業を開始し、製
糸業者の開設した平野共同病院は職員も力幅
にlH加 しました。消防力も充実し、長地・湊
役場力柳i築 されるなど、公共施設の設置・幣
備はみるべきものがありました。
しかし、 如場ttと とも(1物面は騰貴し、 人|「

7年には対両は1升 (約 14・ .)5∝☆にはね
Iiが り 全国各地に米物動力tこ うました。
同谷地方には騒出 よありませんでした力ヽ 民
,さ力動揺したため、各村は対策に努めたもの
でした。
人正8、 9年には糸価に大変動があり、蚕

糸業は停滞しましたが、これは経者の合理
化と脚作の施策によって切り抜けるこ

▲中山社の商標

▲大正時代の繰糸
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▲繭倉と煙突が林立する製糸業全盛時の同谷
と力'で きました。

世」本目 10年 天皇機関説が国会で問題化す
る/国体明徴決議案可決される′/軍務局長の
水口鉄出力斬殺される/●婦人用かつら力'盛
んに使われたす●芥川賞 直木賞褻生
‖年 軍縮会議を脱退する/ニ ニ六事イキお
こる/睦海軍大臣現役制となる/● 日Ⅲlタ ン
シングチームカネ,公演

日召禾口10011 0120131F

12年 慶溝橋事1牛おころ/第一次近14T文麿内
閣成立/第一次人民軋像事件おころ/● 撚`
料国策″の名の下に、東京の朝湯め撼上にな
る●物イ昴が急騰し、モノ不足
13年 国家総動員法力成立する/張鼓峰事件
おこる/荒木貞夫陸粕力'文粕に就任する/●
岡田嘉子のなの越境割十
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市制施行、報告祭
行われる

1・TIH年 4月 lH平野オ‖よ、市桁1を敷
き岡谷市力誕生しました。
製糸業不振に,着帯しがちでありました
力ヽ 市制施行にともない、多角的工業部
市としてスタートすることになります。
市役所楼上に祭壇を設け、市請1施行報
告軸 人に当 lさ れました。
市内の各戸には1可旗力iへ場 され、小学

校 3年生以 卜の旗行列、その他の催しを
行い、新市の誕4:を祝い躍進を期待しま
した。
▼岡谷市衡折庁舎(昭和 年完成)

日昭和11年
目
|
|
ロ

4月
2月
3月
4月

5月

9月

側蓑保険同谷出菊所業務開始
村営公益質屋設置
長野県繭検定所岡谷支所設置
市制赫示 報告祭を挙行、市
会III員初選挙
市童制定、市制施行祝賀会、
庁舎落成式
初代市長今井動 ■
「蚕糸業法」改正

市制施行報告祭
の頃
小日英雄前収入役

働谷は生糸の電でした。昭和5年当時の平
野村の人□は5万 3T人 (男 4万七千人、女
3乃 6千人)で、全国でも一番人□の多いIJ
でした。 103の工場ガ■をつらね 煙突が林
立し、「岡谷の雀は真つ黒0ヽ とよく言われ
たものです。南制施行報告祭・ ll〕われたのは
昭ネ011年 4月ですが その頃になると、活況
を呈していた製糸業は不況の時代に入つてしヽ
ました。年民の生活や村の政治 経済にも深
亥Jな影響を及|ますようになりました。村から
雨に生まれ変わり、産業振興 樹 1の向上な
どに一丸となつて取り組まなければいけない

という気達が
高まつた訳で
す。現在のFT
舎は、市制施
行を記患して、
製糸業キの尾
沢福太郎氏が
市に寄附され
たものです。
筋向いにあつ
た平野村役場
の職員は た
いへんモダン
な新庁合にち
り、初めのう
ちは少し戸惑
いながらも晴
々とした気持
ち C、 新しく
誕生した岡谷
市のための業
務こ携わりま
した。
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▲,青国の取り組み(7■ i■ ¬●IFヤ門社,

岡谷太鼓日本の祭り
に出演

小宮出 昭男さん
まだ、いJ谷市「iは 、`ふるドとの票り'と呼

べるも●が/・ かつたん Cす。「自分達び)祭 りを
lFつ た1｀  こ.■うこづ■■の顧t'で■●つた
イ,す です。
そこで 1出谷で回い 0し るヽ考|ヽ人″¨■に、

定きをコつて.ヽこう と
'憲
ni,10■ て́、

人鼓を■ 11● し′た祭うを台てt′りで`'。
そう、

アマチ 1ノリズとにの つとつた、勤労高/・年

を対象こ:′ r・噂oi■' C● .

昭T43年 に1「日本の祭り:に=浸 tン ま´たo

その後、電通が岡合太敲を大変に5+価 t´ てく

rtま 、́て ご分野で活躍 Cきる道を
'く

l,て

く■まt´た。そレてヽ日く
'『

ま気:南康=で
■映さ●たのが日に■まつて、詔沐051年 こは

,メリカ建国200年祭こ招ガれたl‐けです。

シ方ゴ商I会議所ならの沼待をすす 回際
負易博覧会 のフトラクシヨンに出淡しまtン

た。地元の人や日系人から高し1評価′受け、

とくこEス人が総]ち こ■■をよつてく4た
のによ感激.′ ぎtッ た。

昭和49年 2月 をもって廃止された

▼市清掃工場の竣工式の火入れ
環境整備も整いはじめた(昭和49年)

当時の風俗・流行語
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